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釣合系の外力

適合系の変位

外力のなす仮想仕事

ダイバージェンスの定理
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例題1 ダイバージェンスの定理式 1
釣合系1の外力が適合系2のた
わみに対してなす仮想仕事

釣合系1の断面力が適合系2の
ひずみに対してなす仮想仕事
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例題2 ダイバージェンスの定理式 2
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ダイバージェンスの定理式
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例題3 定理の成立つ確認 1
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幾何学的境界条件の同じ釣合系と適合系

釣合系 適合系

ダイバージェンスの定理式
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例題4 定理の成立つ確認 2
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幾何学的境界条件の違う釣合系と適合系

ダイバージェンスの定理式
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例題5 単位仮想荷重法へ 1
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釣合系適合系

ダイバージェンスの定理式
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例題6 単位仮想荷重法へ 2
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釣合系適合系

ダイバージェンスの定理式
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例題7 相反定理へ 1
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釣合系1の外力・断面力が適合系2の変位・ひずみに対してなす仮想仕事

釣合系2の外力・断面力が適合系1の変位・ひずみに対してなす仮想仕事

線形弾性体であれば，
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例題7(続) 相反定理へ 2
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例題8 仮想仕事の原理へ 1
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ダイバージェンスの定理式
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例題9 仮想仕事の原理へ 2
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まとめ 1
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ダイバージェンスの定理から，線形弾性体を仮定するこ

とにより，単位仮想荷重法，相反定理が得られることを

示した．

ダイバージェンスの定理式より，ひずみー変位関係，幾

何学的境界条件を付帯条件とすることにより，釣合い式

と力学的境界条件が得られることを示した．これは仮想

仕事の原理に他ならない．



まとめ 2
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1) 例題1，2：ダイバージェンスの定理式の記述

2) 例題3,4：ダイバージェンスの定理の成立を具体例で確認

3) 例題5，6：単位仮想荷重法

4) 例題7：相反定理

5) 例題8,9：仮想仕事の原理
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次の解説について

⑤ 単位仮想荷重法を解説します．



質問・要望・意見

よりわかりやすく，役に立つ内容にし
たいと考えています．

質問，要望，意見などを，どうぞ宜し
くお願い致します．

質問等の送付先は，ホームページに示
しています． 2021年4月版
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